
















（1）USAF JET NAVIGATION CHART，JN-25，YELLOW SEA（1954 年）
（2）USAF JET NAVIGATION CHART，JN-26，SEA OF JAPAN（1954 年）





























が、平和条約調印前の「1951 年 3 月 22 日、米国太平洋空軍司令官により制定された KADIZ
（韓国の防空識別圏）と JADIZ（日本の防空識別圏）の地図」とする航空図の写真を掲載




航空図の記載内容からすると、この航空図は、The Defense Mapping Agency Aerospace
Center（（米国国防総省）国防地図局航空宇宙センター）、1987 年 9 月発行の 500 万分 1 航
空図'Global navigation and planning chart，GNC-5，Central Asia'，9-87，EDITION7（世界的
な航行及び計画用航空図、GNC-5、中央アジア、1987 年 9 月、第 7 版）とみられる。後
年の航空図を使用し、その出典をきちんと明示せず、あたかも 1951 年の航空図であると
読み手に誤解を与えることなど、研究者としてあるまじき行為である。















筆者は、2012 年 6 月、米国国防総省が 1980 年作製、1981 年発行した 200 万分 1 航空図




*6 2013 年 2 月 20 日読売新聞大阪本社版社会面「80 年米の地図で「日本領」 県入手」。この航空図は現
在島根県竹島資料室に寄託している。









その後、2013 年 2 月、米国国防総省が 1996 年作製、1997 年発行した 200 万分 1 航空図



















1．1951(昭和 26)年 9 月に署名されたサンフランシスコ平和条約は，日本による朝鮮の独立承認を規定す
るとともに，日本が放棄すべき地域として「済州島，巨文島及び鬱陵島を含む朝鮮」と規定しました。
2．この部分に関する米英両国による草案内容を承知した韓国は，同年 7 月，梁(ヤン)駐米韓国大使から
アチソン米国務長官宛の書簡を提出しました。その内容は，「我が政府は，第 2 条 a 項の『放棄する』と
いう語を『(日本国が)朝鮮並びに済州島，巨文島，鬱陵島，独島及びパラン島を含む日本による朝鮮の




「・・・合衆国政府は，1945 年 8 月 9 日の日本によるポツダム宣言受諾が同宣言で取り扱われた地域に
*10「日本国は、朝鮮の独立を承認して、済州島、巨文島及び欝陵島を含む朝鮮に対するすべての権利、
権原及び利益を放棄する」
*11 米国ホワイトハウスホームページ、2008 年 7 月 30 日、報道官ブリーフィング、'Press Briefing by Senior
Director for Asian Affairs at the National Security Council, Dennis Wilder, on President's Trip to Asia'






























ているものの、記者発表の前半部分では、米国政府が 1951 年 8 月の「ラスク書簡」、1951






では、① 1953 年 9 月 9 日付の「独島（竹島）に関する 1953 年 7 月 13
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日付日本政府見解に対する韓国政府の論駁」では、「1946 年 1 月 29 日付け連合軍総司令
官指令第 677 号は、独島をはっきりと日本の領有権外に置いており、対日講和条約には、
日本領土問題に関する限り、同司令の条項と矛盾する条項がない。講和条約は、この問題
に関する連合軍総司令官の意向を、なんら実質的変化なしに確認した。」とし、② 1954 年 9
月 25 日付の「1954 年 2 月 10 日付日本外務省口上書第 15 号亜二に関する日本政府の見解
を反駁する韓国政府の見解」では、「対日講和条約には独島に対する韓国の正当な領有権
主張に矛盾する条文はない。そして同条約第 1 章第 2 条 A により、独島が鬱陵島の属島
として鬱陵島本島とともに韓国領土として承認されたと解釈される。」とし、③ 1959 年 1
月 7 日付の「1956 年 9 月 20 日付け独島に関する日本政府の見解を反駁する大韓民国政府
の見解」では、「独島は、SCAPIN 第 677 号により、非隣接島嶼として隣接諸小島とは明





ければならず、そのような用意なく SCAPIN 第 677 号の第 6 項だけで全体を歪曲しようと
する日本側の態度は、不当である。特に留意しなければならない点は、韓国は対日平和条













































ンフランシスコ平和条約発効の 1 年後の 1953 年、2 年後の 1954 年発行である。
（1）USAF JET NAVIGATION CHART，JN-25，YELLOW SEA（1954年）
この航空図のタイトルは、'USAF JET NAVIGATION CHART，JN-25，YELLOW SEA'，
9-54，1st EDITION（米国空軍・ジェット機用航空図、JN-25、黄海、1954 年 9 月、第 1 版）
で、発行者は USAF AERONAUTICAL CHART AND INFORMATION CENTER，AIR
PHOTOGRAPHING AND CHARTING SERVICE（米国空軍航空図・情報センター（ACIC）、
航空写真撮影・海図作成サービス（APCS））である。すなわち、米国空軍が発行したもの
である。発行年月は、1954 年 9 月印刷、1954 年 9 月航空情報重刷である。
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図 1 'USAF JET NAVIGATION CHART，JN-25，YELLOW SEA'，9-54，1st EDITION
（米国空軍・ジェット機用航空図、JN-25、黄海、1954 年 9 月、第 1 版）
【米国国立公文書館所蔵】
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図 2 'USAF JET NAVIGATION CHART，JN-25，YELLOW SEA'，9-54，1st EDITION
（米国空軍・ジェット機用航空図、JN-25、黄海、1954 年 9 月、第 1 版）
（鬱陵島・竹島・隠岐付近）【米国国立公文書館所蔵】
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縮尺は、200 万分 1 で、日本列島西部、朝鮮半島、中国東部、ロシア極東地域、モンゴ
ルが記されている【図 1】。日本海では、朝鮮半島と隠岐諸島の間に、鬱陵島と竹島が記
されている【図 2】。鬱陵島は、'ULLÛNG DO'と韓国名で記されている。3232 はフィート
で、約 985 ｍ、鬱陵島の最高峰聖人峰の標高 984 ｍを指している。


















（2）USAF JET NAVIGATION CHART，JN-26，SEA OF JAPAN（1954年）
この航空図のタイトルは、'USAF JET NAVIGATION CHART，JN-26，SEA OF JAPAN'，
12-54，1st EDITION（米国空軍・ジェット機用航空図、JN-26、日本海、1954 年 12 月、第 1
版）で、発行者は USAF AERONAUTICAL CHART AND INFORMATION CENTER，AIR
PHOTOGRAPHING AND CHARTING SERVICE（米国空軍航空図・情報センター（ACIC）、
航空写真撮影・海図作成サービス（APCS））である。すなわち、米国空軍が発行したもの
である。発行年月は、1954 年 12 月印刷である。
縮尺は、200 万分 1 で、日本海を中心に日本列島、南樺太、朝鮮半島、中国東北部、ロ
シア極東地域が記されている。日本海では、朝鮮半島と隠岐諸島の間に、鬱陵島と竹島が
記されている【図 4、図 5】。鬱陵島は、'ULLÛNG DO'と韓国名で記されている。3232 は
フィートで、約 985 ｍ、鬱陵島の最高峰聖人峰の標高 984 ｍを指している。
竹島は、'Take-shima'と、（1）とは違い、日本名で記されている。島が 2 つ記されてお
り、これは男島（西島）、女島（東島）を指している。
竹島の北東にある、'D'と記した区域は、（1）と同様、'Danger, Restricted or Warning Area'
（危険、制限、または警告区域）で、米軍の訓練区域であると考えられる。
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図 3 'USAF JET NAVIGATION CHART，JN-25，YELLOW SEA'，9-54，1st EDITION











図 4 'USAF JET NAVIGATION CHART，JN-26，SEA OF JAPAN'，12-54，1st EDITION
（米国空軍・ジェット機用航空図、JN-26、日本海、1954 年 12 月、第 1 版）
（日本海沿岸付近）【米国国立公文書館所蔵】
図 5 'USAF JET NAVIGATION CHART，JN-26，SEA OF JAPAN'，12-54，1st EDITION
（米国空軍・ジェット機用航空図、JN-26、日本海、1954 年 12 月、第 1 版）
（鬱陵島・竹島付近）【米国国立公文書館所蔵】
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図 6 'USAF PILOTAGE CHART，379DG，TO DONG，JAPAN-KOREA'，
12-53，1st EDITION Revised
（米国空軍航空図、379DG、道洞、日本－韓国、1953 年 12 月、第 1 版修正）
'INTERCHART RELATIONSHIP'（図幅接合図）【米国国立公文書館所蔵】
（3）USAF PILOTAGE CHART，379DG，TO DONG，JAPAN-KOREA（1953年）
この航空図のタイトルは、'USAF PILOTAGE CHART，379DG，TO DONG，JAPAN-
KOREA'，12-53，1st EDITION Revised（米国空軍航空図、379DG、道洞、日本－韓国、1953
年 12 月、第 1 版修正）で、発行者は USAF AERONAUTICAL CHART AND INFORMATION
CENTER（ACIC）（米国空軍航空図・情報センター（ACIC））である。発行年月は、1953
年 8 月印刷、1953 年 12 月航空情報重刷である。縮尺は 50 万分 1 である。
この 50 万分 1 の航空図は、25 万分 1 航空図とともに、100 万分１航空図 World
Aeronautical Chart（世界航空図）シリーズを構成している。航空図の裏面には'INTERCHART
RELATIONSHIP'（図幅接合図）があり【図 6】、まず、100 万分 1 航空図を 4 分割したの
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図 7 'USAF PILOTAGE CHART，379DG，TO DONG，JAPAN-KOREA'，
12-53，1st EDITION Revised
（米国空軍航空図、379DG、道洞、日本－韓国、1953 年 12 月、第 1 版修正）
【米国国立公文書館所蔵】
が 50 万分 1 航空図で、A,B,C,D に分かれ、50 万分 1 航空図をさらに 4 分割したのが 25 万
分 1 航空図で、Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳに分かれていることが図で示されている。図の下の解説には、
「各航空図は、100 万分 1 の World Aeronautical Chart（世界航空図）シリーズを構成する
セクションで、図に示されているように、シリーズ内で索引が付けられる」と記している。
この航空図 50 万分 1 は、日本海南部を範囲とした 100 万分 1 の World Aeronautical Chart



























航空図上に記されているアルファベット 2 文字は、米軍や NATO 軍が用いる、地表の
位置を、アルファベットと数字の組み合わせのコードで指定するための仕組み、MGRS





も韓国領と記されている【図 8】。「3228」はフィートで、約 984 ｍ、鬱陵島の最高峰聖人
峰の標高 984 ｍを指している。
竹島は、'LIANCOURT ROCKS'と西洋名（フランス名）で記されている。「515」はフィ
ートで、約 157 ｍ、竹島の最高標高点（男島（西島））を指している。なお、平成 19（2007）
年、国土地理院の衛星画像による地形測量によれば、男島（西島）の最高標高点は 168 ｍ
である。竹島にある 2 つの記号＋（'Charted Rocks'）は、男島（西島）、女島（東島）を指
している。
わが国の水路誌において、竹島の男島（西島）の最高標高点を 515 フィート、157 ｍと
記載しているのは、管見の限り、朝鮮沿岸では明治 44（1911）年 12 月、水路部刊行の『日
本水路誌 第 6 巻 朝鮮全岸』*16 以降、本州北西岸では、昭和 6（1931）年、水路部刊行の
『本州沿岸水路誌 第 2 巻』以降とみられる。前者では「其西方島ハ海面上高約五一五呎




水路誌 第 4 巻』には「明治三十八年島根縣ノ所轄ニ編入セラレタリ」(58 頁)とあり、明
治 38（1905）年に竹島が島根県に編入されたことが記載されている。簡略版（抄記）で
- 15 -
図 8 'USAF PILOTAGE CHART，379DG，TO DONG，JAPAN-KOREA'，
12-53，1st EDITION Revised
（米国空軍航空図、379DG、道洞、日本－韓国、1953 年 12 月、第 1 版修正）
（鬱陵島・竹島付近）【米国国立公文書館所蔵】
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ある昭和 20（1945）年 5 月刊行の『簡易水路誌 本州沿岸 第 2 巻』を除けば、以降この
記載が踏襲されている。
1951 年 7 月 13 日及び 16 日、平和条約草案作成の際に、米国国務省地理担当官ボッグ
スが作成した覚書では、"U.S. Hydrographic Office publication no. 123A, Sailing Directions for
Japan, Volume I （1st ed., 1945）"（米国水路部出版、『No.123A 日本水路誌 第 1 巻』（第 1
版、1945 年））が引用されており、p.597 の'Take Shima（Liancourt Rocks）'には'the western and
highest has a pointed summit, which rises 515 feet'（西方の最高地点にとがった山頂があり、
そこは 515 フィートの高さがある）と記している。
さらに、1951 年 7 月 19 日、平和草案最終草案に対して、ヤン・ユチャン（梁裕燦）韓
国・駐米大使より米国政府へ要望書が出された後、同年 7 月 31 日、国務省地理担当官ボ
ッグスから、ダレス特使の補佐官として、国務省で平和条約交渉の担当をしていたフィア
リーに宛てた事務用連絡メモ「パラン島とドク島」で引用された水路誌は、米国水路部発
行 No.122B（1947）、すなわち、"Sailing directions for the southeast coast of Siberia and
Korea, from Sakhalinskiy Zaliv（Sakhalin Gulf）to the Yalu River including Sakhalin"（1st ed.）
（『シベリア南東岸及朝鮮水路誌－サハリンスキー湾（サハリン湾）から鴨緑江まで、サ
ハリンを含む』）（第 1 版）で、pp.535-536 の'Liancourt Rocks（Take Shima）'には前出の
























図 9 'USAF PILOTAGE CHART，379DG，TO DONG，JAPAN-KOREA'，
12-53，1st EDITION Revised
（米国空軍航空図、379DG、道洞、日本－韓国、1953 年 12 月、第 1 版修正）








'Boundaries' のうち'State & Provincial'（州及び地方の境界線）に見える【図 9】が、1953 年
の時点で、韓国と日本の境界は、国境であることが明白であること、他の同系統の米国製
航空図で、同様の凡例があること、例えば、1952 年 11 月発行の 100 万分 1 航空図'WORLD
AERONAUTICAL CHART，613，NIITAKA MOUNTAIN，CHINA-NANSEI-ISLANDS-
PHILPPINES'，11-52，8th EDITION（（米国陸軍）世界航空図、613、新高山、中国－南西






図 10 'WORLD AERONAUTICAL CHART，613，NIITAKA MOUNTAIN，
CHINA-NANSEI-ISLANDS-PHILPPINES'，11-52，8th EDITION
（（米国陸軍）世界航空図、613、新高山、中国－南西諸島－フィリピン、
1952 年 11 月、第 8 版）（バシー海峡付近）【著者蔵】
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3．該当の航空図の前の版との比較
上で述べた 3 点の竹島の記載が 1952 年発効のサンフランシスコ平和条約の内容を反
映しているか確認するため、次に、該当の航空図の前の版の航空図の記載状況について検
討する。
まず、（1）の前の版の航空図は、縮尺が 300 万分 1 と異なるものの、'U.S. ARMY AIR
FORCE LONG RANGE AIR NAVIGATION CHART，LR-17，YELLOW SEA'，3-53，8st
EDITION Revised（米国陸軍航空軍長距離航空図、LR-17、黄海、1953 年 3 月、第 8 版）
にあたる。なお、（2）の日本海の区域を記した航空図は、戦後で 1954 年以前には発行さ
れていない。300 万分 1 航空図 LR シリーズのインデックスマップ'SERIES INDEX'【図 11】




AIR FORCE LONG RANGE AIR NAVIGATION CHART，LR-17，YELLOW SEA'，10-50，7st





ちなみに、竹島は占領下の 1947 年 9 月 16 日の SCAPIN1778 号において、米軍の爆撃訓
練区域に指定されたので、航空図はそれを反映していると考えられる。また、竹島周辺に
国境線は記されていない。ちなみに、同じく 300 万分 1 航空図 LR-17，YELLOW SEA の
第 7 版（1950 年 3 月）、第 6 版（1948 年 6 月）も、1950 年 10 月の第 7 版修正と同じ表記
で、竹島周辺に国境線は記されていない。第 5 版（1947 年 12 月）は前出の第 8 版（1953
年 3 月）と同様、竹島の表記がない。また、日本海西部に'KOREA ADIZ'と'JAPAN ADIZ'
が設定されていない。
（3）の前の版の航空図は、縮尺が同じく 50 万分 1 である、'AAF AERONAUTICAL
CHART，379DG，TO DONG，CENTRAL JAPAN'，3-51，1st EDITION（米国陸軍航空軍
航空図、379DG、道洞、中央日本、1951 年 3 月、第 1 版）にあたる【図 14】。日本海西部
に'KOREA ADIZ'と'JAPAN ADIZ'が記されていない。竹島には、'LIANCOURT ROCKS'と
西洋名（フランス名）、最高標高点をフィートで示す'515'、そして、米軍の訓練区域を示
すと考えられる、'DANGER AREA'（危険区域）を記しているのみで、竹島周辺に国境線
が記されていない【図 15】。すなわち、上記の 1950 年 10 月発行の 300 万分 1 航空図（LR-17，
YELLOW SEA）と同様に、この航空図（50 万分 1、379DG、道洞、1951 年 3 月）でも島
嶼の国境線は記していないことは重要である。ちなみに、同じく 50 万分 1 航空図 379D，
TO DONG の第 3 版（1950 年 10 月及び 1951 年 3 月）では、竹島の西洋名と最高標高点の
高さ、危険区域を記し、第 2 版修正（1948 年 12 月）では竹島の西洋名を記しており、い
ずれも竹島周辺の国境線は記されていない。
これら 2 点の航空図は、サンフランシスコ平和条約調印直前の 1950 年 10 月、1951 年 3
月に発行されたものである。サンフランシスコ平和条約調印直前の航空図では、竹島周辺
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図 11 'U.S. ARMY AIR FORCE LONG RANGE AIR NAVIGATION CHART，LR-17，
YELLOW SEA'，10-50，7st EDITION（米国陸軍航空軍長距離航空図、LR-17、黄海、
1950 年 10 月、第 7 版改訂）の SERIES INDEX（インデックスマップ）
【米国国立公文書館所蔵】
図 12 'U.S. ARMY AIR FORCE LONG RANGE AIR NAVIGATION CHART，LR-17，
YELLOW SEA'，10-50，7st EDITION
（米国陸軍航空軍長距離航空図、LR-17、黄海、1950 年 10 月、第 7 版改訂）
【米国国立公文書館所蔵】
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図 13 'U.S. ARMY AIR FORCE LONG RANGE AIR NAVIGATION CHART，
LR-17，YELLOW SEA'，10-50，7st EDITION
（米国陸軍航空軍長距離航空図、LR-17、黄海、1950 年 10 月、第 7 版改訂）
（鬱陵島・竹島・隠岐付近）【米国国立公文書館所蔵】
- 22 -
図 14 'AAF AERONAUTICAL CHART，379DG，TO DONG，
CENTRAL JAPAN'，3-51，1st EDITION

















図 15 'AAF AERONAUTICAL CHART，379DG，TO DONG，
CENTRAL JAPAN'，3-51，1st EDITION



















下の GHQ の政策に過ぎず、日本領土の最終決定ではない、SCAPIN677 号の内容は、サン
フランシスコ平和条約発効以前の航空図には反映されていなかったことが判明した。した






















*18 韓国側の反論は、報道発表を行った当日の 2020 年 10 月 23 日に韓国・聯合ニュースで報道された。
この報道への反論は、すでに日本国際問題研究所のホームページで掲載されている。拙稿「追記（竹島
を日本領と記載する 1953 年、1954 年の米国政府作製の航空図について米国製航空図について－ 2020 年
















道に大きく貢献されたにもかかわらず、2021 年 3 月 20 日に 43 歳で急逝された、産経新
聞松江支局の坂田弘幸支局長のご霊前に本稿を謹んで献呈させて頂きます。






（2021 年 4 月 26 日発表）
